




















































































帯， 3.住み込みの雇用者が 4人以上いる世帯， 4.外国人世帯，の 2人以
上の普通世帯と， 1. 15歳未満のもの， 2. 2人以上の上記普通世帯の不適














































によると 1988年，約 373万世帯で総世帯の 9.6%を占める。これ高齢者世
帯を，わが国が高齢化社会に突入したとされる 1970年以降の年次推移でみ





人暮らしは 162万人と全体の 10.9%で5年前の昭和 60年に比べて 37.4%
の増加を示している。また，病院・療養所や老人ホーム等の施設で生活し

























項 目 平均 --25歳 ~2529歳歳 304歳歳 ~3539歳歳 ~404歳歳 459成歳 ~5054蹴歳 ~559歳歳 ~6064歳斑 ~6569成鵡 ~7074蹴歳 ~75以歳k --3 --4 
世帯構成比 100.0 3.8 6.2 8.5 12.4 13.3 12.2 10.7 10.1 9.2 6.1 4.3 3.2 
(%) (0.35) (0.00) (0.02) (0.08) (0.19) (0.30) (0.29) (0.25) (0.21) (0.14) (1.24) (1. 41) (1.47) 
帯帯人員 3.24 1.24 2.15 3.39 4.05 4.20 3.93 3.45 3.11 2.69 2.39 2.10 2.02 
有業人員 l.49 l.04 1.19 1.33 1.45 l.55 1. 77 2.05 1.93 1.36 1.02 0.78 0.69 
世年帯齢主の 47.8 21.8 21.1 32.1 37.2 41.7 47.0 52.0 57.0 62.0 66.8 71.9 78.7 
持(%家)率 67.6 3.9 15.2 40.8 59.9 73.6 80.8 80.2 85.8 84.7 82.8 81.0 77.3 
年(千間円収}入 5，907 2，534 3，810 4，940 5，735 6，511 7，428 7，913 7，435 5，580 4，546 4，007 3，493 
(自1動世車帯保当有り)
939 475 792 1，042 1，077 1，069 1，125 1，188 1，098 806 532 577 250 
台数
消{円費)支出 276，333 145，136 210，620 248，037 267，246 298，910 347，187 351，330 317，817 261，254 218，380 200，882 179，550 
エンゲル係数
26.3 25.6 25.1 26.9 29.7 30.0 25.9 23.1 23.8 25.3 26.2 25.8 26.5 (%) 
貯(千償円現)存高 10，039 1，018 2，859 4，826 6，424 8306 10，331 1，631 14，204 15，605 15，239 16，194 1，696 
負(千債円現)在高 3，221 350 1，407 2，966 4，061 4，781 4，968 5，035 3，193 1，726 1，652 768 225 
資住産宅額・その他
4，086 144 676 2，191 2，785 3，600 4，395 4，774 5，700 5，453 5，753 7，121 762 
(千円)
対資産久消額費財
















にみると，昭和 54年の 293，615円から，昭和 59年の 375，863円，さらに
平成元年の 407，499円へと着実に上昇している。平成元年の年齢階級別実
収入は， 25歳以下 194，148円から， 50-55歳の 515，305円まで，年齢が高
くなるに従って多くなっていて，その後加齢にともない減少しているo 世
帯主収入の実収入全体に対する比率は平均で 79.1%だが， 30歳台が84%























項 目 平均 -25O， 259m 般 ~3034成段 ~359続品質 ~404成m ~4549蹴m ~5o54m  ~5559品質m ~6064品質成 ~659成歳 ~7074m 成 ~75以m上 指65差~指69数
70-74 75-
-2 指珪指数 指差指数
実収入 407，499 194，148 276，022 238，483 387，621 485，588 480，438 515，305 514，814 418，320 1t71030.0.6。6} 4{7l3o.6-6。6) 241. 726 91.6 116.2 84.1 
(100.0) (100.0) 
勤め先収入 377 ，344 185，414 260，751 319，429 366，551 409，789 454，495 486，876 471.097 323，766 23(632 .142 228，203 199，307 61.8 60.5 52.8 
(92.6) .5) (48，2) (58.3) 
世帯主収入 322，417 181，146 242，693 289，560 329，121 361，712 384，725 380，924 359，026 242，507 19(048.9.56 ) 197，363 180，8鈎 56.1 58.1 56.1 
(79.1) (39.6) (52.9) 
姿の収入 33，394 3，021 14，743 24，504 34，842 43，969 49，015 46，773 35，567 16，758 7(1.1.392 } 1{2.1.642 ) 676 21.4 33.4 2.0 (8.2) (0.02) 
他の世務員収入 21{5.5.23 } 1，247 3，345 5，364 2，585 4，108 20，775 59，179 76，504 54，501 4(512.0.515 } 29{6.6.73 } 17{5.7.32 } 209.2 137.8 82.3 
事業・内股収入 5，306 424 999 3，060 4，947 7，081 6，706 7，194 8，888 5，591 6{1.7.8} 1 264 6{2.8.018 } 127.8 5.0 128.5 (1.3) (0.0) 
他の経常収入 16，478 2，190 4，986 8，044 9，183 1，457 11.575 1，923 24，524 79，428 122，719 235，975 12(038.3.928 } 744.9 1432.1 791.3 
(4.0) (32.7) (49，8) 
財産収入 3，871 126 1.170 1.025 1.583 3，185 4，ω7 4，885 5，701 6，524 15，796 13(628.7.593 } 10{3.3.305 } 408.1 3，532.8 266.9 
(1.0) (4.2) 
社会保障総付 1，433 822 3，241 6，407 6，691 6，586 4，988 6，110 18，455 72，228 10{628.5.62 } 9(319.8.082 } 1(2.957.2。4) 932.1 920.4 1，047.2 (2.8) 
公的年金 9，987 597 2，025 4，248 4，701 5，164 3，727 5，095 16，956 70，710 105，113 93.605 119，722 1.025.5 937.3 1.198.8 
(2.5) (28.2) 09.9) (35.0) 
特別収入 8，371 6，109 9，256 7，950 6.940 7，261 7，723 9，312 10，305 15，524 10(2.4. 03 9，224 5.2.053 ) 124.3 110.2 62.2 









数は， 65-69歳が 78.7，70-74歳が 71.2，75歳以上が 65.3と低くなって
いる。保健医療費は 60-64歳が最も高く， 65-69歳がそれに続いて高くなっ
































項目 平均 -25歳 ~2529歳歳 ~3034成歳 ~359成蹴 ~404成成 ~4549m 成 ~5054品質m ~5559m  ~6064m 蛾 ~6569m 蹴 ~7074m 成 指ZHI:i散 75tJ. .. 絡道指数 被65差~指69数
消費支出 (100.0) (72，7) (64.9) (79.0) 
276，333 145，136 210，620 248.037 267，246 298.910 349，187 351，330 317，817 261.254 218，380 200，882 179，550 
食料 7{26，7.375 } 37，091 52，896 66.803 79.248 89.808 89.911 81.312 75，681 66，076 57，309 51.821 .17，522 
(71.2) (65.3) (78.7) 
住宅 15，690 19.059 28.013 21.390 16.255 12.680 1，399 15，037 12.651 16.234 13.473 16，02! 13，026 
(5.7) (102.1) (83.0) (85.9) 
光熱・水道 13.873 4，360 8，307 12.211 14.196 15.960 16.910 16.209 15.707 13，826 12，703 1，562 10.838 
(5.0) (83.3) (78.1) (91.6) 
家具・家庭 10{3.5.682 } 3.315 6.750 8.908 10.485 1，231 1，853 12.851 14.192 11.284 8.739 9，006 7，993 
用品 (85.3) (75.7) (82.7) 
後鼠衣額 19，970 14，619 16，236 17，589 19，156 2]，192 24，419 25，470 24，701 17，528 15，582 13.766 1，266 
履物 (7.2) (68.9) (56.4) (78.0) 
保健医療 7，440 2，017 5，289 7.522 7，525 7.122 7，116 7，709 8，522 9.504 8，422 7，303 7，374 
(2.7) (98.2) (99.1) (113.2) 
交遜週{霊 29，202 23，562 30.598 31，375 27，539 29.U38 36.126 36，414 32，328 27.060 19.536 16，730 15.160 
(10.1) (57.3) (51.9) (66.9) 
教育 11.769 496 1.454 7，112 1，156 19.359 30.007 20.309 7.007 2，915 2，154 2，035 2.187 
(4.3) (17.3) (51.9) (66.9) 
教義奴楽 25，205 17，248 25，875 27.821 28.669 26.921 24.646 25，640 24，451 22，888 20.994 16.178 16.178 
(9.1) (83，3) (64.2) (82.4) 
その他の 69，846 23.369 36，773 49.237 53.854 63.850 92.305 111，373 101，388 73，378 57，575 51.6.13 48.006 







項 目 の無い職るの世高帯齢者(1) 構(1成)比の 勤労名・(2世)帯平均 構(2成)比の
世帯人員(人) 4.91 一 3.85 
有業人員 1.84 1.65 
世帯主の年齢(歳) 46.5 43.5 
持家率(%) 94.8 68.7 
年間収入(千円) 7，735 6，644 
実収入 501.377 100.0 446.828 100.。
経常収入 488.978 97.5 437.874 98.0 
勤め先収入 433.842 86.5 412.837 92.4 
世帯主収入 337.921 67.4 345，592 79.3 
妻の収入 12.979 12.6 40.913 9.6 
他の世帯資収入 32.933 6.6 26，382 5.9 
事業・内職収入 14，000 2.8 6，470 1.4 
他の経常収入 41，136 8.2 18.517 4.1 
消費支出 352，313 100.。 314，940 100.。
食料 93.291 26.5 81.701 25.9 
住 居 10，857 3.1 15.604 5.0 
光熱，水道 17，827 5.1 15.129 4.8 
家具・家事用品 12，635 3.6 1，745 3.7 
被服及び履物 23.365 6.6 21，316 6.8 
保健医療 8，724 2.5 7910 2.5 
交通通信 374.6 10.6 34.692 11.0 
教 育 18.633 5.3 16，428 5.2 
教養娯楽 28.733 8.2 27，241 8.6 
その他の消費(交際費) 100.841 28.6 83.175 26.4 
(30.031) (8.5) (23.977) (7.6) 
平均消費性向(%) 82.6 83.8 
貯蓄現在高(千円) 12.136 8，718 
負債現在高 (IJ ) 2.980 3.533 
貯蓄年収比(%) 11.7 9.6 

































有業人員 1.30 1.49 
世帯主年齢 70.0 72.0 26.5 
持家率(%) 91.0 84.1 15.8 
年間収入(千円) 5，566 3，118 4，530 
消費支出 236，432 198，676 235，737 
食料 58，161 52，857 50，769 
住居 14，059 13，921 32，792 
光熱・水道 13，277 1，444 9，841 
家具・家庭用品 10，830 9，475 7，388 
被服及履物 16，239 10，957 16，958 
保健医療 8，843 9，680 5，534 
(2.7) (4.9) (2.3) 
交通・通信 21，523 17，422 38，373 
教育 2 176 
教養誤楽 27，583 22，503 24，707 
その他の消費支出 65，916 50，416 49，199 
交際費 37，466 27，570 16，665 
(15.9) 03.9) (7.1) 
財蓄現在高(千円) 24，808 16，121 2，829 
負債現在高(千円) 1，908 808 1，764 
(うち仕事・土地のため)(万円) 1，098 763 1，419 
住宅・宅地資産 8，469 5，601 575 
耐久消費財資産(千円) 2，157 1，268 2，079 






















































4) 四分位偏差 (Quartiledeviation) : Q 
四分位偏差(Q)は，観察値を小さい順に並べその度数を 4等分し小さい












G=2!~ I Xj-Xi 1/2XN2 


























































































































































































































































































































































































































































































o 50% 100% 
総務庁統計局 「全国消費実態調査・平成元年版jより作成
f高齢世帯jの経済的側面 21 
いる。このほかにも，官庁統計ではないが生命保険会社や各省庁の研究会
が独自に老後生活費ということで幾つかの試算を発表している。また，地
方自治体も独自に地域的で非継続的ではあるが，様々な詳しい実態調査を
~Tなっているo
ところで，平成6年は全国消費実態調査の 5年に 1度の調査年にあたるo
第3節で指摘してきたように，世帯単位の調査ではどうしても高齢世帯の
経済的分析には限界があった訳だが，今回の平成6年度調査では世帯の個
人別データを収集することが予定されているといわれている。世帯全体の
年間収入のうち 65歳以よの高齢者の収入がいくらなのかといった情報は，
プライパシー性の高い問題ではあるが，もし可能になるなら大変貴重な
データになることと思われる。
最後に，われわれは第4節で経済的格差を測定するさまざまな尺度を吟
味した後，ジニ係数とローレンツ曲線を用いて実際に年齢別の所得格差を
測定してみた。その結果，加齢と所得格差のあいだにははっきりとした関
係が認められた。すなわち，このことは従来強調されてきた経済的水準の
低さに加えて，その経済的格差もまた高齢世帯の経済的特徴のーっとして
問題提起されることを意味するだろう。
(本稿は 1994年9月29日に行われた東北学院大学社会福祉研究所オープンカレッジ
での識義内容に加筆修正したものです。)
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